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一
、
は
じ
め
に

梓
弓
説
話
と
は
、「
梓
弓
」「
無
き
人
数
に
入
る
」
等
の
歌
語
を
持
つ

和
歌
を
詠
ん
だ
理
由
と
し
て
、
逆
修
（
生
前
）
供
養
を
希
望
す
る
と
い

う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
持
っ
た
説
話
を
指
す
。
詠
み
手
は
、
無
名
の
女
性
を

は
じ
め
源
為
義
や
楠
木
正
行
等
の
武
将
で
あ
り
、
中
世
末
期
以
降
に
は

和
泉
式
部
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
る
。
そ
し
て
梓
弓
説
話
は
、『
平
家

物
語
』
応
永
書
写
延
慶
本
を
は
じ
め
、『
保
元
物
語
』
の
後
出
諸
本
、『
太

平
記
』
諸
本
や
、
そ
れ
ら
と
同
時
代
に
成
立
し
た
『
三
国
伝
記
』
に
記

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
、
軍
記
物
語
諸
本
の
生
成
と
展

開
の
解
明
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

（
注
１
）。

『
三
国
伝
記
』
に
記
さ
れ
る
、
梓
弓
説
話
の
き
っ
か
け
と
な
る
入
間
川

の
水
害
伝
承
は
、『
発
心
集
』
に
も
、
梓
弓
説
話
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の

『
三
国
伝
記
』
と
同
様
の
内
容
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
言
及
さ

れ
て
い
る
。
近
年
、
こ
の
類
話
を
新
た
に
確
認
し
た
。
天
正
十
三
（
一

五
八
五
）
年
写
の
直
談
系
法
華
経
注
釈
書
で
あ
る
『
直
談
因
縁
集
』
で

あ
る

（
注
２
）。
そ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
梓
弓
説
話
に
関
す
る
言
説
は
、
軍
記
物

語
諸
本
の
展
開
と
並
行
し
て
、
水
害
伝
承
と
結
び
付
い
て
い
っ
た
流
れ

も
確
実
に
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
梓
弓
説
話
に
関
す

る
言
説
の
受
容
と
変
容
を
総
体
的
に
解
明
す
る
た
め
に
は
、
軍
記
物
語

か
ら
ば
か
り
と
い
っ
た
一
方
向
的
観
点
で
は
な
く
、『
発
心
集
』『
三
国

伝
記
』『
直
談
因
縁
集
』
に
記
さ
れ
た
言
説
の
享
受
の
通
史
性
・
同
時
代

性
も
考
慮
し
つ
つ
、
軍
記
物
語
諸
本
に
お
け
る
言
説
の
展
開
と
ど
の
よ

う
に
連
関
し
合
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
観
点
も
加
え
、
双
方
向
的
に
考

察
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
梓
弓
説
話
の
具
体
的
な
生
成
基
盤
と
流
布
の
解

森

　

誠

子

「
梓
弓
説
話
」
変
容
の
一
過
程

―
『
直
談
因
縁
集
』
の
水
害
伝
承
へ
―
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明
に
も
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
梓
弓
説
話
を
記
す
文
芸
テ
ク

ス
ト
と
し
て
研
究
の
俎
上
に
上
っ
て
こ
な
か
っ
た
『
直
談
因
縁
集
』
を

基
軸
に
、
入
間
川
の
水
害
伝
承
を
記
す
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
と
の

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
歴
史
事
象
を
伝
え
る
営
為
と
文
芸
テ

ク
ス
ト
の
言
説
展
開
と
の
一
様
相
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

二
、『
直
談
因
縁
集
』に
記
さ
れ
る
水
害
伝
承
と
梓
弓
説
話
に 

つ
い
て

日
光
輪
王
寺
の
天
海
蔵
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
『
直
談
因
縁
集
』
は
、

天
正
十
三
年
に
天
台
僧
で
あ
る
舜
雄
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
直
談
系
法
華

経
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
の
『
直
談
因
縁
集
』
巻
三
第
二
十
一
話
に
は
『
発

心
集
』『
三
国
伝
記
』
と
同
類
の
水
害
伝
承
を
記
し
て
い
る
本
文
が
、
以

下
の
よ
う
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
本
文
は
、
私
に
書
き
下
し
、
補
っ

た
仮
名
と
訓
読
し
た
助
動
詞
は
平
仮
名
で
記
し
、
適
宜
濁
点
を
施
し
た
。

武
蔵
ニ
、
観
修
ト
云
ふ
人
ア
リ
。
折
節
、
雨
降
ル
な
り
。
五
月
雨

ノ
事
ハ
、
言
語
道
断
降
リ
、
水
増
ス
な
り
。
而
し
て
、
夜
半
比
、

尚
々
雨
ガ
ツ
ヨ
ク
降
ル
な
り
。
時
に
、
耕
作
ヲ
仕
ル
人
ナ
レ
バ
、

池
ヲ
構
ゆ
ル
な
り
。
時
に
、
堤
ヲ
押
し
切
ら
ン
、
ト
云
ひ
テ
、
若

キ
ア
タ
リ
ノ
人
ヲ
起
こ
す
ナ
ド
仕
ル
。
見
レ
バ
、
東
西
闇
に
シ
テ

見
え
ず
。
去
り
な
が
ら
、
河
上
ヨ
リ
白
妙
ニ
水
、
押
し
来
た
る
。

驚
キ
、
妻
子
な
ど
ハ
家
ノ
上
ニ
登
リ
ナ
ド
ス
ル
な
り
。
時
に
、
悉

く
水
ガ
入
リ
、
大
海
の
ご
と
し
。
家
人
ト
二
人
、
ヲ
ヨ
ギ
、
何
ナ

ラ
ン
高
キ
処
ニ
モ
至
ら
ン
ト
ス
ル
時
、
妻
子
眷
属
ハ
、
吾
ヲ
捨
テ
、

何
方
ヘ
ト
声
ヲ
挙
げ
テ
、
雷
電
、
以
テ
ノ
外
な
り
。
サ
レ
バ
、
先

づ
、
一
身
ガ
大
切
ナ
レ
バ
、
耳
ニ
モ
入
ら
ず
、
二
人
、
音
ヲ
懸
け

テ
ヲ
ヨ
グ
ニ
、
是
モ
遥
ニ
隔
て
タ
リ
。
一
人
ヲ
ヨ
グ
ニ
、
黒
キ
物

見
ユ
ル
。
是
ハ
大
蛇
か
ト
思
ひ
至
ル
ニ
、
蘆
ヲ
水
ガ
押
し
聚
め
タ

リ
。
是
ニ
シ
テ
、
暫
く
気（
カ
）休
ム
ル
ニ
、
蛇
ガ
此
ニ
聚
ま
リ
、
手

足
ニ
カ
ラ
マ
ル
な
り
。
サ
ル
程
ニ
、
又
、
命
ヲ
限
り
ニ
ヲ
ヨ
ギ
候

ふ
ニ
、
暁
方
、
陸
ニ
至
ル
な
り
。
而
し
て
、
一
人
モ
又
来
た
ル
。

夜
明
け
テ
見
レ
バ
、
家
内
ノ
眷
属
ヲ
十
七
人
ヲ
シ
ア
グ
ル
な
り
。

之
を
見
テ
、
其
ノ
任
、
遁
世
シ
テ
、
都
ニ
上
リ
テ
、
吾
、
観
音
ヲ

念
ず
ル
ニ
依
り
テ
、
即
ち
浅
き
を
得（
カ
）る
処
シ
テ
助
か
ル
。
是
、

善
知
識
ト
云
ひ
テ
、
一
条
香（
マ
マ
）堂
ノ
辺
り
ニ
庵
ヲ
結
び
、
居
シ

テ
、
過
去（
帳
脱
カ
）ヲ
作
リ
、
念
仏
ヲ
申
す
な
り
。
サ
レ
バ
、
聞
き

及
ぶ
人
、
来
た
り
テ
、
各
、
之
に
載
す
る
な
り
。
有
る
時
、
一
人

女
来
た
り
テ
、
布
施
ヲ
出
だ
シ
テ
、
過
去
帳
ニ
載
せ
テ
タ
ビ
候
ヘ
、

ト
云
々
。
時
に
、
過
去
（「

」
ミ
セ
ケ
チ
。「
照
」
を
傍
書
）
ト

云
ふ
ハ
、
死
に
タ
ル
人
ノ
事
な
り
。
貴
方
ハ
マ
ダ
存
生
な
り
、
ト

云
々
。
時
ニ
、
女
、
一
首
云
ふ
。
ア
ヅ
サ
弓
ハ
ヅ
ル
ベ
シ
ト
ハ
思
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直
談
因
縁
集

発
心
集

三
国
伝
記

Ａ

武
蔵

武
蔵
の
国
入
間
河
の
ほ
と
り
武
州
入
間
川
ノ
辺
ニ

Ｂ

観
修
ト
云
ふ
人
ア
リ

【
※
Ａ

↓

Ｄ
の
後
】

官
首
と
い
ふ
男
な
ん
、
そ

こ
に
宗
と
あ
る
も
の
に
て
、

年
ご
ろ
住
み
け
る
。

【
※
Ａ

↓

Ｄ
の
後
】

彼
ノ

処
ニ
、官
首
ト
云
者
ア
リ

。

其
ノ

邑
ニ
ハ
宗
ト
ノ

者
に
て

、
家

居
モ
尋
常
〔
ニ
シ
テ

住
宅
セ

リ
〕。

Ｃ

五
月
雨
ノ
事
ハ

【
※
Ａ

↓

Ｄ

↓

Ｂ
の
後
】

あ
る
時
、
五
月
雨
日
ご
ろ

に
な
り
て

【
※
Ａ

↓

Ｄ

↓

Ｂ
の
後
】

或
時
、
五
月
雨
重
ね

レ

日
ヲ

、

Ｄ

時
に
、
耕
作
ヲ
仕
ル
人
ナ

レ
バ
、
池
ヲ
構
ふ
ル
な
り
【
※
Ａ
の
後
】

大
き
な
る
堤
を
築
き
、水
を

防
き
て
、そ
の
内
に
田
畠
を

作
り
つ
つ
、在
家
多
く
群
り

居
た
る
所
あ
り
け
り
。

【
※
Ａ
の
後
】

大
ナ
ル
提（
マ
マ
）ミ

ヲ
築
水
ヲ

防
、
其
ノ

内
ニ
田
畠
ヲ
耕
作

シ
ケ
ル
在
家
ノ
村
〔
ガ
リ

居
タ
ル
所
〕
有
。

Ｅ
①
五
月
雨
ノ
事
ハ
、
言
語
道

断
降
リ
、
水
増
ス
な
り
。

而
し
て
、
夜
半
比
、
尚
々

雨
ガ
ツ
ヨ
ク
降
ル
な
り
。

【
※
①
②
の
間
に
Ｄ
が
入

る
】

②
時
に
、
堤
ヲ
押
し
切
ら

ン
、
ト
云
ひ
テ
、
若
キ
ア

タ
リ
ノ
人
ヲ
起
こ
す
ナ
ド

仕
ル
。
見
レ
バ
、
東
西
闇

に
シ
テ
見
え
ず
。
去
り
な

が
ら
、
河
上
ヨ
リ
白
妙
ニ

水
、
押
し
来
た
る
。

あ
る
時
、
五
月
雨
日
ご
ろ

に
な
り
て
、
水
い
か
め
し

う
出
で
た
り
け
り
。
さ
れ

ど
、
い
ま
だ
年
ご
ろ
こ
の

堤
の
切
れ
た
る
こ
と
な
け

れ
ば
、「
さ
り
と
も
」
と
驚

か
ず
。
か
か
る
ほ
ど
に
、 

雨
、
沃
こ
ぼ
す
如
く
降
り

て
、
お
び
た
た
し
か
り
け

る
夜
中
ば
か
り
、
に
は
か

に
雷
の
如
く
、
世
に
恐
ろ

し
く
鳴
り
響
む
声
あ
り
。

こ
の
官
首
と
家
に
寝
た
る

者
ど
も
、
み
な
驚
き
あ
や

し
み
て
、「
こ
は
何
も
の
の

声
ぞ
」
と
恐
れ
あ
へ
り
。

官
首
、
郎
等
を
よ
び
て
、

「
堤
の
切
れ
ぬ
る
と
覚
ゆ
る

ぞ
。
出
で
て
見
よ
」
と
い

ふ
。
す
な
は
ち
、
ひ
き
開

或
時
、
五
月
雨
重
ね

レ

日
ヲ

、

川
ノ

水
カ
サ
増
リ

堤
ニ

等
シ

。

雖
レ
然
ト
年
来
堤
ノ

切
タ
ル
事

ナ
ケ
レ
バ
、
サ
リ
ト
モ
ト

思
ヒ
テ
不
レ

驚
。
斯
程
ニ
、

車
軸
ノ

如
ク
な
る

大
雨
、
打
コ

ボ
ス
ヤ
ウ
ニ
降
リ

、
黒
風
天

ヲ
傾
ケ

、
白
水
地
ニ
平
カ
也
。

夜
半
計
ニ

、
俄
ニ

数
千
ノ
雷

同
時
ニ
鳴
ガ
如
ク
ニ
却
シ

ク
動
揺
ス
ル
音
ア
リ
。
此
ノ

官
首
ガ
家
ニ
寝
タ
ル
者
共

驚
恠
テ

、〔「
コ
ハ
何
物
ノ
音

ゾ
」
ト
〕
肝
心
ヲ
失
フ

。
官

首
郎
等
ヲ
呼
テ

、「
堤
ノ
切
タ

ル
ト
覚
ル
ゾ
。
出
テ
見
ヨ

」

ト
云
フ
。
即
ち

妻
戸
ヲ〔
押
〕

開
キ

、
中
門
ニ
出
テ
見
ニ
、

二
三
町
計
リ

白
ラ
ミ

渡
リ
テ

海
ノ

面
ニ
不
レ

異
。「
是
ハ

、如
何
ガ

ハ
ネ
ド
無
キ
人
数
ニ
兼
ね
テ
入
リ
ナ
ン
ト
読
メ
リ
。
サ
レ
バ
、
之

に
載
す
る
な
り
と
云
々
。

『
直
談
因
縁
集
』
は
、『
法
華
経
』
二
十
八
品
の
順
に
従
い
な
が
ら
、

語
句
に
関
す
る
注
釈
を
、
説
話
を
用
い
て
記
す
。
本
話
は
、
化
城
喩
品

を
注
釈
す
る
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
化
城
喩
品
に
記
さ
れ
た
語

句
に
関
す
る
注
釈
で
は
な
く
、
巻
三
第
十
八
話
よ
り
記
さ
れ
る
「
廻
向

ニ
付
テ
」、
第
十
九
話
「
不
浄
廻
向
ニ
付
テ
」、
第
二
十
話
「
過
去
帳
ニ

付
テ
」
と
い
う
流
れ
を
受
け
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
第
十

八
・
十
九
・
二
十
話
は
「
ニ
付
テ
」
と
、『
法
華
経
』
本
文
の
語
句
の
注

釈
を
す
る
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
法
華
経
』
の
化
城
喩
品
中
に
該

当
す
る
語
は
見
ら
れ
な
い

（
注
３
）。
な
お
、
本
話
に
記
さ
れ
る
「
即
得
浅
処
」

は
、
普
門
品
の
本
文
に
見
ら
れ
る

（
注
４
）。

次
に
『
直
談
因
縁
集
』
の
本
文
を
、
筋
書
の
順
に
Ａ
～
Ｊ
と
し
て
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
の
該
当
す
る
記
述
を
割
り
当

て
た
の
が
、
次
の
表
で
あ
る

（
注
５
）。

Ａ
、
場
所　
　

Ｂ
、
人
物
名　
　

Ｃ
、
天
候　
　

Ｄ
、
生
業

Ｅ
、
夜
半
ご
ろ
の
様
子　
　

Ｆ
、
妻
子
等
の
様
子

Ｇ
、
蛇
の
出
現　
　

Ｈ
、
明
く
る
日
の
様
子　
　

Ｉ
、
加
護

Ｊ
、
後
日
談
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直
談
因
縁
集

発
心
集

三
国
伝
記

Ｅ

け
て
見
る
に
、
二
、
三
町

ば
か
り
白
み
わ
た
り
て
、

海
の
面
と
異
ら
ず
。「
こ

は
、
い
か
が
せ
ん
」
と
い

ふ
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、
水
た

だ
増
り
に
増
り
て
、
天
井

ま
で
つ
き
ぬ
。

セ
ン
ズ
ル
」
ト
云
程
社
ア

レ
、〔
水
〕
只
増
マ
シ
テ
、

天
井
マ
デ
水
浸
ヌ
。

Ｆ

驚
キ
、
妻
子
な
ど
ハ
家
ノ

上
ニ
登
リ
ナ
ド
ス
ル
な
り
。

時
に
、
悉
く
水
ガ
入
リ
、

大
海
の
ご
と
し
。
家
人
ト

二
人
、
ヲ
ヨ
ギ
、
何
ナ
ラ

ン
高
キ
処
ニ
モ
至
ら
ン
ト

ス
ル
時
、
妻
子
眷
属
ハ
、

吾
ヲ
捨
テ
、
何
方
ヘ
ト
声

ヲ
挙
げ
テ
、
雷
電
、
以
テ

ノ
外
な
り
。
サ
レ
バ
、
先

づ
、
一
身
ガ
大
切
ナ
レ
バ
、

耳
ニ
モ
入
ら
ず
、
二
人
、

音
ヲ
懸
け
テ
ヲ
ヨ
グ
ニ
、

是
モ
遥
ニ
隔
て
タ
リ
。

官
首
が
妻
子
を
は
じ
め
て
、

あ
る
か
ぎ
り
天
井
に
登
り

て
、
桁
梁
に
取
り
付
き
て

叫
ぶ
。
こ
の
中
に
、
官
首

と
郎
等
と
は
葺
板
を
か
き

上
げ
て
棟
に
登
り
居
て
、

い
か
さ
ま
に
せ
ん
と
思
ひ

廻
ら
す
ほ
ど
に
、
こ
の
家

ゆ
る
ゆ
る
と
揺
ぎ
て
、
つ

ひ
に
柱
の
根
抜
け
ぬ
。
つ

つ
み
な
が
ら
浮
き
て
、
湊

の
方
へ
流
れ
行
く
。
そ
の

時
、
郎
等
男
の
い
ふ
や
う
、

「
今
は
か
う
に
こ
そ
侍
る
め

れ
。
海
は
近
く
な
り
ぬ
。

湊
に
出
で
な
ば
、
こ
の
家

は
み
な
浪
に
う
ち
く
だ
か

れ
ぬ
べ
し
。
も
し
や
と
飛

び
入
り
て
、
泳
ぎ
て
試
み

給
へ
。
か
く
広
く
流
れ
散

り
た
る
水
な
れ
ば
、
お
の

づ
か
ら
浅
き
所
も
侍
ら
ん
」

と
い
ふ
を
聞
き
て
、
幼
き

子
、
女
房
な
ん
ど
、「
我
捨

て
て
、
い
づ
ち
へ
い
ま
す

る
ぞ
」
と
を
め
く
声
、
最

も
悲
し
け
れ
ど
、
と
て
も

か
く
て
も
助
く
べ
き
力
な

官
首
ガ
妻
子
ヲ
始
メ

ト
シ

テ
、
家
の

中
ニ
有
者
皆
天
井

ニ
上
テ
、
桁
梁
ニ
取
付
キ
て

ヲ
メ
キ
叫
。
此
ノ

中
ニ
官
首

ト
郎
等
一
人
ト
ハ
葺
板
ヲ

搔
開
テ
、
棟
ノ

上
ニ
居
テ

、

何
ガ
ハ
セ
ン
ト
思
ヒ

廻
ス

程

ニ
、
此
ノ

家
〔
ユ
ラ
ユ
ラ

ト
〕
動
キ

、
遂
ニ

柱
ノ

根
浮

〔
流
〕
テ
、
梁
棟
傾
斜
セ

リ
。
家
は

連
キ
ナ
ガ
ラ
湊
ノ
方

へ
流
レ

行
。〔
其
〕
時
、〔
郎

等
ノ

〕
男
の

云
様
ハ

、「
今
ハ

カ
ウ
ニ
コ
ソ
侍
ル
メ
レ
。

海
は

近
く

成
ヌ
ラ
ン
。
湊
ニ

出
ナ
バ
、
此
ノ

屋
ハ
浪
に

打

砕
〔
カ
レ
ヌ
〕
ベ
シ
。
若

ヤ
ト
水
ニ
飛
入
て

游
〔
意
ロ

〕

見
給
へ
。
角
広
ク

流
レ

散
タ

ル
水
ナ
レ
バ
、
自
ラ

浅
キ

所

モ
有
ナ
ン
」
ト
云
ヲ
聞
テ
、

少
子
ド
モ
女
の

童
ナ
ン
ド

ハ
、「
我
等
ヲ
捨
テ

何
方
へ

行
ゾ
」
ト
ヲ
メ
キ
叫
ブ

声

〔
イ
ト
〕
悲
シ
ケ
レ
ド
モ
、

〔
カ
ク
テ
モ
〕
可
キ

レ

助
ク

力

モ
ナ
シ
。
我
ガ

身
一
ヲ
若
ヤ

ト
思
テ

、
郎
等
ノ

男
ト
共
ニ
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し
。
我
ら
一
人
だ
に
、も
し

や
と
思
ひ
て
、郎
等
男
と
と

も
に
水
へ
飛
び
入
る
ほ
ど

の
心
の
う
ち
、生
け
る
に
も

あ
ら
ず
。
し
ば
し
は
二
人
い

ひ
合
せ
つ
つ
泳
ぎ
行
け
ど
、

水
は
早
く
て
、は
て
は
行
末

知
ら
ず
な
り
ぬ
。

水
ニ
飛
入
ケ
ル
心
ノ
中
、

思
遣
コ
ソ
哀
レ

ナ
レ
。
暫
ハ

二
人
呼
ハ
リ

合
て

游
ぎ

行
ケ
ル

ガ
、
水
ハ

漲
り
て

速
か
り

ケ
レ

バ
、
終
ニ
は

行
末
不
レ

知
成
リ

ヌ
。

Ｇ

一
人
ヲ
ヨ
グ
ニ
、
黒
キ
物

見
ユ
ル
。
是
ハ
大
蛇
か
ト

思
ひ
至
ル
ニ
、
蘆
ヲ
水
ガ

押
し
聚
め
タ
リ
。
是
ニ
シ

テ
、
暫
く
気（
カ
）休
ム
ル
ニ
、

蛇
ガ
此
ニ
聚
ま
リ
、
手
足

ニ
カ
ラ
マ
ル
な
り
。
サ
ル

程
ニ
、
又
、
命
ヲ
限
り
ニ

ヲ
ヨ
ギ
候
ふ
ニ
、
暁
方
、

陸
ニ
至
ル
な
り
。

官
首
た
だ
一
人
、
い
づ
ち

と
も
な
く
行
か
る
る
に
ま

か
せ
て
泳
ぎ
行
く
。
力
は

す
で
に
尽
き
な
ん
と
す
。

水
は
い
づ
く
を
際
と
も
見

え
ず
。
今
ぞ
溺
れ
死
ぬ
る

と
心
細
く
悲
し
き
ま
ま
に
、

①
か
こ
つ
べ
き
方
と
て
は
仏

神
を
ぞ
念
じ
奉
り
け
る
。

い
か
な
る
罪
の
報
い
に
か

か
る
目
を
見
る
ら
ん
と
、

思
は
ぬ
こ
と
な
く
思
ひ
行

く
ほ
ど
に
、
白
浪
の
中
に

い
さ
さ
か
黒
み
た
る
所
の

見
ゆ
る
を
、
も
し
地
か
と

て
、
か
ら
う
し
て
泳
ぎ
つ

き
て
見
れ
ば
、
流
れ
残
り

た
る
蘆
の
末
葉
な
り
け
り
。

か
ば
か
り
の
浅
り
も
な
か

り
つ
。
こ
こ
に
て
し
ば
し

力
休
め
ん
と
思
ふ
間
に
、

次
第
に
悉
く
纏
ひ
つ
く
を
、

驚
き
て
さ
ぐ
れ
ば
、
み
な

大
蛇
な
り
。
水
に
流
れ
行

く
蛇
ど
も
の
こ
の
蘆
に
わ

づ
か
に
流
れ
か
か
り
て
、

次
第
に
鎖
り
連
り
つ
つ
、

い
く
ら
と
も
な
く
蟠
り
居

官
首
只
ダ

一
人
、
何
チ

ト
モ

ナ
ク
〔
行
カ
ル
ル
ニ
任
セ

テ
〕
游
ぎ

行
。〔
水
ハ
何
ク

ノ
〕限
モ
ナ
ク
、力
は〔
已
ニ

〕

尽
ナ
ン
ト
ス
ル
。
今
ゾ
溺

死
ヌ
ル

ト
心
細
ク

悲
ケ
レ
ド

モ
、①
カ
コ
ツ
べ
キ
方
モ
ナ

シ
。
唯
ダ

観
音
信
仰
ノ

者
也

ケ
レ
バ
、「
南
無
大
悲
観
世

音
菩
薩
」
ト
一
心
ニ
称
名

シ
、
何
カ

ナ
ル
〔
罪
ノ

〕
報

ニ
斯
目
ヲ
見
ル

覧
ト
、
思
ハ

ヌ
事
ナ
ク
行
ク

程
ニ
、
白
浪

ノ
中
ニ
聊
カ

黒
ク
見
へ

タ
ル

所
〔
ノ
有
ル
〕
ヲ
、
若
シ
地

ナ
ル
ニ
ヤ
ト
、〔
カ
ラ
ウ
ジ

テ
〕
游
付
タ
レ
バ
、
流
レ
残

リ
タ
ル
葦
の

所
々
ニ
穂
末

ノ
有
ケ
ル
ニ
取
付
テ
、
暫

力
ヲ
休
ト
思
フ

処
ニ
、〔
大
〕

水
ニ
流
行
ク

大
小
ノ

蛇
共
、

此
ノ

葦
ニ
〔
纔
ニ

〕
流
レ
カ
カ

ツ
テ
、
次
第
ニ

鎖
リ

連
リ
ツ

ツ
、
イ
ク
ラ
共
ナ
ク
盤
ケ

ル
ガ
、
物
ノ
サ
ハ
ル
ヲ
悦
ン

デ
巻
キ
ツ
キ
タ
ル
ヲ
サ
グ
リ

ケ
ン
心
ノ

中
、
タ
ト
ヱ
ン
方

モ
ナ
シ
。
空
ハ

墨
ヲ
磨
タ
ル
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た
り
け
る
が
、
も
の
の
触

る
を
悦
び
て
、
巻
き
つ
く

な
り
け
り
。
む
く
つ
け
な

く
気
疎
き
こ
と
、
た
と
へ

ん
方
な
し
。
空
は
墨
を
塗

り
た
ら
ん
や
う
に
て
、
星

一
つ
も
見
え
ず
。
地
は
さ

な
が
ら
白
浪
に
て
、
い
さ

さ
か
の
浅
り
だ
に
な
し
。

身
に
は
隙
な
く
蛇
巻
き
つ

き
て
、
身
も
重
く
、
動
く

べ
き
力
も
な
し
。
②
地
獄
の

苦
し
み
も
か
ば
か
り
に
こ

そ
は
と
、
夢
を
見
る
心
地

し
て
、
心
憂
く
悲
し
き
こ

と
限
り
な
し
。
か
か
る
あ

ひ
だ
に
、
さ
る
べ
き
仏
神

の
助
け
に
や
、
思
ひ
の
ほ

か
に
浅
き
所
に
か
き
着
き

て
、
そ
こ
に
て
蛇
を
ば
か

た
は
し
よ
り
取
り
放
ち
て

け
り
。
と
ば
か
り
力
休
む

る
ほ
ど
に
、
東
し
ら
み
ぬ

れ
ば
、
山
を
し
る
べ
に
て
、

か
ら
う
し
て
地
に
着
き
に

け
り
。

ガ
如
ク

星
一
モ
不
レ

見
、
地

ハ
サ
ナ
ガ
ラ
白
浪
ニ
テ
少
シ

ノ
浅
ミ
ダ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。

身
ニ
ハ
無
レ

隙
蛇
巻
付
キ

、

身
重
ク

、
動
ク
ベ
キ
力
ナ
シ
。

生
タ
ル
思
モ
セ
ザ
リ
ケ
レ

バ
、②
是
ヤ
地
獄
ノ
苦
患
ナ

ル
覧
ト
〔
夢
ヲ
見
ル
〕
思

〔
ヒ
シ
〕
テ
、
弥
持
尊
ヲ
念

ジ
奉
ル

。
爾
ル
ニ

、
冥
助
ノ

有

ケ
ル
ニ
ヤ
、
思
ノ
外
ニ
浅
き

処
ニ
游
ギ

付
テ
、
蛇
ヲ
取
放

チ
、
少
シ
ノ
力
ヲ
休
メ
ケ
ル

程
ニ
、
東
モ
白
ク

成
ケ
レ

バ
、
遠
山
ヲ
シ
ル
シ
ト
シ

テ
陸
地
ニ
廻
至
テ
、
船
ヲ

求
テ
先
づ

湊
ノ
方
へ
行
テ

見
ニ
、〔
都
べ
テ
目
モ
充
ラ

レ
ズ
〕。

Ｈ

暁
方
、
陸
ニ
至
ル
な
り
。

而
し
て
、
一
人
モ
又
来
た

ル
。
夜
明
け
テ
見
レ
バ
、

家
内
ノ
眷
属
ヲ
十
七
人
ヲ

シ
ア
グ
ル
な
り
。

船
求
め
て
、
ま
づ
浜
の
方

へ
行
き
て
見
る
に
、
す
べ

て
目
を
当
て
ら
れ
ず
。
浪

に
う
ち
破
ら
れ
た
る
家
ど

も
、
算
を
う
ち
散
ら
せ
る

が
如
し
。
汀
に
う
ち
寄
せ

ら
れ
た
る
男
女
馬
牛
の

類
、
数
も
知
ら
ず
。
そ
の

中
に
、
官
首
が
妻
子
ど
も

波
ニ
打
破
〔
ラ
レ
〕
タ
ル

家
共
、
算
ヲ
散
セ
ル
ガ
如

シ
。〔
汀
ニ

〕
打
寄
ラ
レ
タ

ル
男
女
牛
馬
ノ
死
骸
数
モ

不
レ

知
。
其
ノ
内
ニ

、
官
首
ガ

妻
子
共
ヲ
始
ト
シ
テ
、
我
ガ

屋
ノ
者
共
十
七
人
、
独
モ

不
レ

散
一
処
ニ
死
骸
共
有
。

泣
々
家
ノ
方
へ

行
テ
見
レ
バ
、
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縁
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を
は
じ
め
と
し
て
、
我
が

家
の
者
ど
も
十
七
人
、
一

人
失
せ
で
あ
り
け
り
。
泣

く
泣
く
家
の
方
へ
行
き
て

見
れ
ば
、
三
十
余
町
白
河

原
に
な
り
て
、
跡
だ
に
な

し
。
多
か
り
し
在
家
、
貯

へ
置
き
た
る
も
の
、
朝
夕

呼
び
仕
へ
し
奴
、
一
夜
の

う
ち
に
亡
び
失
せ
ぬ
。
こ

の
郎
等
男
一
人
、
水
心
あ

る
者
に
て
、
わ
づ
か
に
命

生
き
て
、
明
く
る
日
尋
ね

来
た
り
け
り
。

卅
余
町
白
河
原
ニ
成
テ
、跡

ダ
ニ
モ
ナ
シ
。
多
リ
シ
在

家
、
畜
置
タ
ル
物
、〔
朝
夕

呼
使
シ
奴
〕、一
夜
〔
ノ
内
〕

ニ
亡
ビ

失
タ
リ
。〔
彼
の

〕
郎

等
ノ
男
一
人
は

水
心
有
〔
ル

者
ニ
〕
テ
、〔
纔
ニ

命
〕
生

テ
、
明
ル

日
〔
尋
〕
来
ル

。

Ｉ

之
を
見
テ
、
其
ノ
任
、
遁

世
シ
テ
、
都
ニ
上
リ
テ
、

吾
、
観
音
ヲ
念
ず
ル
ニ
依

り
テ
、
即
ち
浅
き
を
得（
カ
）

る
処
シ
テ
助
か
ル
。

【
※
Ｇ
中
に
有
り
】

①
か
こ
つ
べ
き
方
と
て
は

仏
神
を
ぞ
念
じ
奉
り
け
る

②
地
獄
の
苦
し
み
も
か
ば

か
り
に
こ
そ
は
と
、
夢
を

見
る
心
地
し
て
、
心
憂
く

悲
し
き
こ
と
限
り
な
し
。

か
か
る
あ
ひ
だ
に
、
さ
る

べ
き
仏
神
の
助
け
に
や

【
※
Ｇ
中
に
有
り
】

①
カ
コ
ツ
べ
キ
方
モ
ナ
シ
。

唯
ダ

観
音
信
仰
ノ

者
也
ケ
レ

バ
、「
南
無
大
悲
観
世
音
菩

薩
」
ト
一
心
ニ
称
名
シ

②
是
ヤ
地
獄
ノ
苦
患
ナ
ル

覧
ト
〔
夢
ヲ
見
ル
〕
思
〔
ヒ

シ
〕
テ
、
弥
持
尊
ヲ
念
ジ

奉
ル

。
而
ル
ニ

、
冥
助
ノ

有
ケ

ル
ニ
ヤ

Ｊ

是
、
善
知
識
ト
云
ひ
テ
、

※
【
一
条
香
（
マ
マ
）

堂
ノ
辺

り
ニ
庵
ヲ
結
び
、
居
シ
テ
、

過
去
（
帳
脱
カ
）

ヲ
作
リ
、
念
仏

ヲ
申
す
な
り
。
サ
レ
バ
、

聞
き
及
ぶ
人
、
来
た
り
テ
、

各
、
之
に
載
す
る
な
り
。

有
る
時
、
一
人
女
来
た
り

テ
、
布
施
ヲ
出
だ
シ
テ
、

過
去
帳
ニ
載
せ
テ
タ
ビ
候

ヘ
、
ト
云
々
。
時
に
、
過

か
や
う
の
こ
と
を
聞
き
て

も
、
離
の
心
を
発
す
べ
し
。

こ
れ
を
人
の
上
と
て
、
我

か
か
る
こ
と
に
あ
ふ
ま
じ

と
は
、
な
に
の
故
に
か
も

て
離
る
べ
き
。
身
は
あ
だ

に
破
れ
や
す
き
身
な
り
。

世
は
苦
し
み
を
集
め
た
る

世
な
り
。
身
は
危
け
れ
ど

も
、
い
か
で
か
海
山
を
通

は
ざ
ら
ん
。
海
賊
恐
る
べ

〔
凡
ソ

〕
世
上
ノ
不
定
、人
間

ノ
無
常
、皆
〔
以
テ

〕
如
レ
此

〔
哉
〕。
其
ノ

後
、
官
首
ハ
、

観
音
ノ
悲
願
、
即
得
浅
処
ノ

利
生
、
難
ク

レ

有
思
ケ
レ
バ
、

出
家
遁
世
シ
テ
、
在
所
ヲ

不
レ

定
、
諸
国
を

流
浪
シ
、

観
音
ノ
霊
地
ヲ
拝
シ
ケ
ル
。

谷
汲
・
石
山
・
長
楽
寺
、

清
水
・
六
波
羅
・
六
角
堂
、

穴
太
・
成
相
・
長
谷
・
粉
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去（「

」ミ
セ
ケ
チ
。「
照
」

を
傍
書
）
ト
云
ふ
ハ
、
死

に
タ
ル
人
ノ
事
な
り
。
貴

方
ハ
マ
ダ
存
生
な
り
、
ト

云
々
。
時
ニ
、
女
、
一
首

云
ふ
。
ア
ヅ
サ
弓
ハ
ヅ
ル

ベ
シ
ト
ハ
思
ハ
ネ
ド
無
キ

人
数
ニ
兼
ね
テ
入
リ
ナ
ン

ト
読
メ
リ
。
サ
レ
バ
、
之

に
載
す
る
な
り
と
云
々
。】

し
と
て
、
す
ず
ろ
に
宝
を

捨
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
い

は
ん
や
、
仕
へ
て
罪
を
つ

く
り
、
妻
子
の
故
に
身
を

滅
ぼ
す
に
つ
け
て
も
、
難

に
あ
ふ
こ
と
、
数
も
知
ら

ず
。
害
に
あ
へ
る
故
ま
ち

ま
ち
な
り
。
た
だ
不
退
の

国
に
生
れ
ぬ
る
ば
か
り
な

ん
、
諸
々
の
苦
し
み
に
な

ん
あ
は
ざ
り
け
る
。

河
〔
ノ

間
ニ

〕
恒
ニ

経
廻
リ

ケ

ル
ガ
、
行
積
リ

年
老
テ

後
、

洛
陽

※
【
一
条
ノ
皮
堂
ノ
辺
ニ

草
菴
ヲ
結
テ
居
住
シ
、
我
ガ

古
郷
ト
の

亡
者
ヲ
始
ト
シ

テ
、
過
去
帳
ヲ
書
テ
、
有

縁
無
縁
ヲ
〔
云
ハ
ズ
〕
訪

ケ
ル
ニ
、
六
時
不
退
ノ
勤

行
無
か
り

二
懈
時
一

梟
。
有
時
、

年
半
バ
ナ
ル
女
性
一
人
来
テ

、

銭
貨
ヲ
一
連
布
施
シ
テ
、

「
我
ヲ
モ
〔
其
〕
過
去
帳
ニ

入
テ
給
フ

ベ
シ
」
ト
望
ケ
レ

バ
、〔
聖
申
ケ
ル
ハ
〕、「
過

去
帳
ニ
ハ
去
ニ
シ
人
コ
ソ

奉
レ

レ

入
レ
。
現
ニ

在
ス
人
ヲ

バ
如
何
」
ト
云
ヘ
バ
、
女

〔
性
〕
硯
ヲ
乞
テ
、〔
自
ラ

〕

我
ガ

名
ヲ
書
付
テ
、
カ
ク

計
、
梓
弓
ハ
ヅ
ル
ベ
シ
ト

ハ
思
ハ
ネ
バ
無
き

人
数
ニ
カ

ネ
テ
入
カ
ナ
ト
、
過
去
帳

ノ
裏
ニ
ゾ
書
タ
リ
ケ
ル
。

聖
リ
見
レ
之
ヲ

、
弥
ヨ
道
心
深
フ

シ
テ
、
八
十
有
余
之
後
、

向
テ

二

西
方
浄
土
ニ

一

命
終

ス
。
時
ニ
、瑞
花
地
ニ
雨
リ

、

伎
楽
天
ニ
響
キ

、
紫
雲
掌
ニ

満
ツ

。
現
其
人
前
ノ

願
在
レ

之
云
云

。】

ま
ず
「
Ａ
、
場
所
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
で
は
、「
武

蔵
」
と
し
か
言
及
し
て
い
な
い
が
、『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
で
は
よ

り
詳
し
く
、
入
間
川
付
近
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
次

に
、「
Ｂ
、
人
物
名
」
に
つ
い
て
『
直
談
因
縁
集
』
で
は
「
観
修
」
と
す

る
が
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
で
は
「
官
首
」
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
『
直
談
因
縁
集
』
は
『
発
心
集
』
な
ど
の
「
官
首
」
と
い
う
音
に
、

別
の
字
を
当
て
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、『
直
談
因
縁
集
』
の
記
述

が
、
視
覚
的
な
書
承
と
し
て
で
は
な
く
、
聴
覚
的
な
も
の
を
介
在
し
て

い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
直
談
と
い
う
「
語
り
の
場
」
で

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

人
物
名
に
つ
い
て
は
、『
発
心
集
』
及
び
『
三
国
伝
記
』
は
「
Ａ
、
場

所
」
の
後
に
「
Ｄ
、
生
業
」
を
記
述
し
、
そ
の
後
に
「
Ｂ
、
人
物
名
」

を
記
し
て
お
り
、『
直
談
因
縁
集
』
と
記
述
の
順
が
異
な
る
。
次
に
、

「
Ｃ
、
天
候
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
で
「
五
月
雨
ノ
事

ハ
」
と
あ
り
、『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
も
そ
れ
に
近
い
記
述
を
持
っ

て
い
る
。
だ
が
、『
発
心
集
』
及
び
『
三
国
伝
記
』
は
「
Ａ
、
場
所
」、

「
Ｄ
、
生
業
」、「
Ｂ
、
人
物
名
」
と
い
う
記
述
の
順
の
さ
ら
に
後
に
、
こ

の
天
候
の
記
述
が
あ
る
た
め
、『
直
談
因
縁
集
』
と
『
発
心
集
』『
三
国

伝
記
』
で
は
、
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
。
次
に
、「
Ｄ
、
生
業
」
に
つ
い

て
で
あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
で
は
、「
時
に
、
耕
作
ヲ
つ
こ
う
ま
る
つ

ル
人
ナ
レ
バ
、
池
ヲ
構
ゆ
ル
な
り
」
と
あ
る
が
、『
発
心
集
』
で
は
異
な

り
、「
大
き
な
る
堤
を
築
き
、
水
を
防
ぎ
て
、
そ
の
内
に
田
畠
を
作
り
つ

つ
、
在
家
多
く
群
り
居
た
る
所
あ
り
け
り
」
と
な
っ
て
お
り
、『
三
国
伝



― 7 ―

記
』
も
そ
れ
に
近
い
記
述
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
発
心
集
』
及
び

『
三
国
伝
記
』
は
、
先
述
の
と
お
り
「
Ａ
、
場
所
」
の
後
、「
Ｂ
、
人
物

名
」
の
前
に
、
Ｄ
の
記
述
が
出
て
く
る
。
次
に
、「
Ｅ
、
夜
半
ご
ろ
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
で
は
、
表
中
に
示
し
た
よ
う
に
、
傍

線
①
・
②
の
間
に
「
Ｄ
、
生
業
」
が
入
る
が
、『
発
心
集
』
及
び
『
三
国

伝
記
』
に
比
べ
る
と
記
述
が
簡
略
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、「
Ｆ
、

妻
子
の
様
子
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
直
談
因
縁
集
』
は
簡
略

に
記
す
の
に
対
し
『
発
心
集
』
と
『
三
国
伝
記
』
は
詳
し
く
、
内
容
も

近
い
記
述
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、「
Ｇ
、
蛇
の
出
現
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
は
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
に

比
べ
、
や
は
り
簡
略
な
記
述
で
あ
る
。
な
お
、『
発
心
集
』
と
『
三
国
伝

記
』
は
、
傍
線
①
・
②
の
部
分
が
異
な
る
。
こ
の
傍
線
①
・
②
に
つ
い

て
は
、
後
の
「
Ｉ
、
加
護
」
で
言
及
し
た
い
。
次
に
、「
Ｈ
、
明
く
る
日
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
直
談
因
縁
集
』
は
『
発
心
集
』『
三
国
伝

記
』
に
対
し
記
述
が
簡
略
で
あ
る
。
次
に
、「
Ｉ
、
加
護
」
に
つ
い
て
で

あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
で
は
、「
之
を
見
テ
、
其
ノ
任
、
遁
世
シ
テ
、
都

ニ
上
リ
テ
、
吾
、
観
音
ヲ
念
ず
ル
ニ
依
り
テ
、
即
ち
浅
き
を
得
る
処
シ

テ
助
か
ル
」
と
あ
る
。『
発
心
集
』
と
『
三
国
伝
記
』
で
は
「
Ｇ
、
蛇
の

出
現
」
の
中
に
該
当
す
る
記
述
の
あ
る
こ
と
は
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
と

お
り
で
あ
る
。
な
お
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
の
ど
ち
ら
も
、『
直
談

因
縁
集
』
に
比
べ
る
と
一
見
近
い
記
述
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

だ
が
、
傍
線
①
・
②
に
あ
る
よ
う
に
『
発
心
集
』
で
は
念
じ
た
対
象
が

「
仏
神
」
と
な
っ
て
お
り
、『
三
国
伝
記
』
で
は
「
観
音
」
と
な
っ
て
い

る
。『
直
談
因
縁
集
』
は
「
Ｇ
、
蛇
の
出
現
」
で
は
特
に
念
じ
た
様
子
は

描
か
れ
ず
、「
Ｈ
、
明
く
る
日
」
の
記
述
の
後
に
、
観
音
の
加
護
で
あ
っ

た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、『
直
談
因
縁
集
』
も
『
三
国
伝
記
』
と
同
様
に

観
音
信
仰
の
説
話
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
後
に
、「
Ｊ
、
後
日
談
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
で
は
、
※
印
を
付
し
て
墨
付
き
括

弧
の
よ
う
な
後
日
談
が
あ
る
が
、『
発
心
集
』
で
は
、
話
末
評
語
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
三
国
伝
記
』
で
は
、
ま
ず
、
官
首
が

観
音
の
利
益
に
よ
っ
て
助
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
出
家
し

た
後
、
西
国
三
十
三
か
所
の
十
か
所
を
巡
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ

う
し
て
、
そ
の
後
、
※
印
を
付
し
て
墨
付
き
括
弧
に
入
れ
た
が
、『
直
談

因
縁
集
』
と
同
様
の
後
日
談
で
あ
る
「
梓
弓
説
話
」
が
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
『
直
談
因
縁
集
』
巻
三
第
二
十
一
話
に
記
さ
れ
る
水
害
伝

承
は
、
入
間
川
の
水
害
伝
承
を
記
す
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
と
類
話

関
係
に
は
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
に
比
べ
概

ね
簡
略
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
聴
覚
的
な
も
の
を
介
在
す
る
享
受
の
場
が

想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
記
述
の
順
序
も
、『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
は

類
似
し
て
い
る
の
に
対
し
『
直
談
因
縁
集
』
は
特
異
で
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
加
え
て
『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
洪

水
の
中
で
、
仏
神
や
観
音
の
加
護
か
ら
蛇
に
よ
り
助
け
ら
れ
る
、
ま
た
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そ
の
蛇
の
、
人
間
（『
直
談
因
縁
集
』
で
は
観
修
）
を
洪
水
か
ら
助
け
よ

う
と
す
る
蛇
の
意
思
や
感
情
が
『
直
談
因
縁
集
』
の
記
述
か
ら
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
点
や
、
観
修
と
と
も
に
助
か
っ
た
郎
等
男

は
、
仏
神
や
観
音
の
加
護
で
な
く
、
水
泳
の
能
力
に
よ
っ
て
助
か
っ
た

と
す
る
点
な
ど
は
、『
直
談
因
縁
集
』
の
特
性
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ

が
、『
直
談
因
縁
集
』
に
は
『
三
国
伝
記
』
に
見
ら
れ
る
観
音
信
仰
及
び

梓
弓
説
話
が
記
さ
れ
て
い
た
。

三
、
入
間
・
川
越
・
仙
波
に
つ
い
て

こ
の
入
間
川
の
水
害
伝
承
に
つ
い
て
『
川
越
市
史
』
中
世
編
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

（
注
６
）。

建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
十
月
、「
方
丈
記
」
の
著
者
と
し
て
名
高

い
鴨
長
明
が
京
よ
り
鎌
倉
に
下
り
、
三
代
将
軍
源
実
朝
に
謁
し
た

こ
と
が
「
吾
妻
鏡
」
に
見
え
る
。
こ
の
長
明
が
著
わ
し
た
仏
教
説

話
集
「
発
心
集
」
に
入
間
川
洪
水
の
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

無
論
説
話
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
洪
水
の
具
体
的
な
日
時
や
場
所

に
つ
い
て
は
何
ら
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
下
倉
し
た
際
、
鎌
倉

の
人
々
か
ら
聞
か
さ
れ
た
実
話
を
素
材
に
し
て
説
話
に
仕
立
て
た

か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
前
に
述
べ
た
通
り
、「
発

心
集
」
は
仏
教
説
話
集
で
あ
っ
て
、
世
の
無
常
を
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
幾
分
か
の
事
実
を
含
ん
で
い
る
と
み
て
よ
い
。
こ
こ

に
言
う
官
首
と
は
頭
立
つ
人
の
意
で
あ
る
が
、
入
間
川
沿
岸
に
相

当
の
財
産
を
所
有
し
て
い
た
人
物
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
宮
文
庫
本
「
発
心
集
」
に
よ
れ
ば
、
官
首

は
秩
父
の
冠
者
と
書
か
れ
、
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
入
間

川
沿
岸
の
秩
父
流
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
官
首
は
河
越
氏
を

示
し
て
い
る
か
と
も
み
ら
れ
よ
う
。

浅
見
和
彦
氏
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
が
（
注
７
）、

こ
の
、
入
間
川
沿
岸
の
秩

父
流
の
冠
者
が
い
た
と
さ
れ
る
川
越
（
河
越
）
及
び
仙
波
に
つ
い
て
、
そ

の
位
置
関
係
等
を
、参
考
と
し
て
『
川
越
市
史
』
中
世
編
よ
り
引
用
す
る
。
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こ
の
入
間
川
の
近
く
に
、
関
東
天
台
の
談
義
所
の
中
心
で
あ
る
無
量
寿

寺
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
麻
里
子
氏
が
、
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る

（
注
８
）。

　

中
世
の
東
国
に
お
い
て
、
足
利
学
校
、
金
沢
称
名
寺
、
宇
都
宮

な
ど
が
、
文
化
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
、
武
蔵
国
仙
波
及
び
河
越
と
い
う
地
に
注
目
し

て
み
た
い
。

　

仙
波
は
、
河
越
城
を
中
心
に
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
河
越
（
川

越
）
に
近
く
、
太
田
道
真
・
道
灌
父
子
の
活
躍
に
よ
り
、
河
越
・

仙
波
は
重
要
な
文
化
圏
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
仙
波
に
は
、
関
東

天
台
の
談
義
所
の
中
心
で
あ
る
無
量
寿
寺
が
あ
っ
た
。
室
町
期
の

関
東
に
は
、
常
陸
国
中
郡
月
山
寺
、
常
陸
国
黒
子
千
妙
寺
、
武
蔵

国
金
鑚
大
光
普
照
寺
、
下
野
国
二
宮
宗
光
寺
な
ど
、
天
台
宗
の
談

義
所
寺
院
が
数
多
く
存
在
し
て
盛
ん
に
活
動
し
て
い
た
が
、
仙
波

無
量
寿
寺
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

本
話
の
舞
台
が
無
量
寿
院
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、
直
談
の
場
で
本
話
が

ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
な
ど
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
管

見
の
限
り
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
後
考
を
期
し
た
い
。

四
、
お
わ
り
に

軍
記
物
語
諸
本
に
記
さ
れ
る
梓
弓
説
話
に
つ
い
て
は
、
簗
瀬
一
雄
氏

の
「
太
平
記
の
歌
は
、
原
形
か
ら
最
も
遠
い
の
で
は
な
い
か

（
注
９
）」
と
い
う

指
摘
等
も
あ
る
が
、
諸
本
の
生
成
・
展
開
の
通
史
性
・
同
時
代
性
に
着

目
す
る
と
、『
太
平
記
』
に
は
古
態
本
系
か
ら
梓
弓
の
和
歌
が
見
ら
れ
る

の
に
対
し
、『
保
元
物
語
』
で
は
古
態
本
系
に
は
梓
弓
の
和
歌
は
見
ら
れ

ず
、
室
町
時
代
に
生
成
し
た
と
目
さ
れ
る
後
出
異
本
に
見
ら
れ
る
。
ま

た
『
平
家
物
語
』
で
は
、
応
永
書
写
延
慶
本
に
、
宇
佐
神
宮
神
官
の
娘

の
話
と
し
て
梓
弓
説
話
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
と
、
本
稿
が
論
及
し
た

『
発
心
集
』『
三
国
伝
記
』
か
ら
、『
直
談
因
縁
集
』
す
な
わ
ち
天
正
年
間

に
至
る
入
間
川
の
水
害
伝
承
及
び
梓
弓
説
話
の
様
相
と
を
連
関
さ
せ
な

が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
別
稿
に
て
論
じ
た
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
梓
弓
説
話
に
関
す
る
言
説
は
、『
直
談
因
縁

集
』
の
出
現
に
よ
り
、
軍
記
物
語
諸
本
が
生
成
さ
れ
展
開
し
て
い
く
通

史
性
・
同
時
代
性
と
重
な
る
流
れ
と
並
行
し
て
、
入
間
川
の
水
害
伝
承

と
結
び
付
き
な
が
ら
天
正
年
間
に
至
る
ま
で
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
流
れ

も
確
実
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
考
え
る
。『
直
談
因

縁
集
』
は
少
な
く
と
も
一
度
の
転
写
を
経
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が（

（注

（
注

『
直
談
因
縁
集
』
原
本
の
さ
ら
に
以
前
か
ら
、『
三
国
伝
記
』
の
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影
響
を
受
け
た
書
承
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
知
の
基
盤
の
中
で
、
梓
弓

説
話
が
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注

注
1　

主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
古
典
文
学

大
系
『
太
平
記
』
補
注
（
一
九
六
二
年
、
岩
波
書
店
）、
簗
瀬
一
雄
『
説

話
文
学
研
究
』（
一
九
七
四
年
、
三
弥
井
書
店
）、
池
上
洵
一
校
注
『
三
国

伝
記
』
下
（
一
九
八
二
年
、
三
弥
井
書
店
）、
池
見
澄
隆
『
中
世
の
精
神

世
界　

死
と
救
済
』（
一
九
八
五
年
、
人
文
書
院
）、
清
水
由
美
子
『
平
家

物
語
を
繙
く
』（
二
〇
一
九
年
、
若
草
書
房
）

注
2　

廣
田
哲
通
・
阿
部
泰
郎
・
田
中
貴
子
・
小
林
直
樹
・
近
本
謙
介
編
著
『
日

光
天
海
蔵 

直
談
因
縁
集　

翻
刻
と
索
引
』（
一
九
八
八
年
、
和
泉
書
院
）

注
3　
『
法
華
経
』
の
本
文
は
、
岩
波
文
庫
本
『
法
華
経
』
と
合
わ
せ
、
中
田
祝

夫
編
『
足
利
本
仮
名
書
き
法
華
経
』（
一
九
七
七
年
、
勉
誠
社
）
及
び
中

田
祝
夫
編
・
監
修
『
妙
一
記
念
館
本
仮
名
書
き
法
華
経
』（
一
九
八
八
年
、

霊
友
会
）
を
確
認
し
た
。
な
お
『
直
談
因
縁
集
』
巻
三
第
十
八
話
に
つ
い

て
は
、
岩
崎
雅
彦
「
博
奕
打
ち
の
説
話
と
狂
言
―
『
直
談
因
縁
集
』
を

中
心
に
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
百
十
四
巻
第
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
十

一
月
）
に
詳
し
い

注
4　
「
即
得
浅
処
」
は
『
三
国
伝
記
』
本
文
に
見
ら
れ
、
普
門
品
の
本
文
に
基

づ
く
こ
と
が
、
池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』
下
（
一
九
八
二
年
、
三
弥

井
書
店
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注
5　

引
用
本
文
は
、
以
下
の
と
お
り
。
浅
見
和
彦
・
伊
東
玉
美
訳
注
『
発
心
集
』

（
二
〇
一
四
年
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）、
池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』

（
一
九
七
六
年
、
三
弥
井
書
店
）

注
6　
『
川
越
市
史
』
第
二
巻　

中
世
編
（
一
九
八
五
年
、
川
越
市
）

注
7　

浅
見
和
彦
・
伊
東
玉
美
訳
注
『
発
心
集
』（
二
〇
一
四
年
、
角
川
ソ
フ
ィ

ア
文
庫
）

注
8　

渡
辺
麻
里
子
「
仙
波
に
集
う
学
僧
た
ち
―
中
世
に
お
け
る
武
蔵
国
仙
波

談
義
所
（
無
量
寿
寺
）
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
中
世
文
学
』
第
五
十
一
号

（
二
〇
〇
六
年
）

注
9　

簗
瀬
一
雄
「
梓
弓
の
歌
の
伝
承
」『
説
話
文
学
研
究
』（
一
九
七
四
年
、
三

弥
井
書
店
）

注
10　

阿
部
泰
郎
「『
直
談
因
縁
集
』
解
題
」
廣
田
哲
通
・
阿
部
泰
郎
・
田
中
貴

子
・
小
林
直
樹
・
近
本
謙
介
編
著
『
日
光
天
海
蔵 

直
談
因
縁
集　

翻
刻
と

索
引
』（
一
九
八
八
年
、
和
泉
書
院
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
第
四
四
九
回
東
京
例
会
（
二
〇
一
八
年
四

月
十
四
日
、
於
学
習
院
女
子
大
学
）
に
て
担
当
し
た
輪
講
を
も
と
に
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
席
上
等
に
お
い
て
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
、JSPS

科
研
費
・
若
手19K

13079

「
中
世
期
か
ら
近
世
前
期
に
お
け
る
平
家
物
語
に
ま
つ
わ
る
文
芸
領
域
及

び
文
化
の
動
態
に
関
す
る
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
も
り　

さ
と
こ
・
九
州
産
業
大
学
准
教
授
）




